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（１）　森林経営計画樹立までのフロー
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選定業者
通知

　今回、指定された期日までに認定請求を行い、市から認定を
受けてください。

↓

　対象林班の現地踏査を行い、提案可能かを判断してくださ
い。

　「実施要領」及び「仕様書」に基づき、施業提案書を作成
し、市へ提出してください。

　兵庫森林管理署職員・兵庫県職員・市職員による書類審査を
実施します。

　書類審査により選定業者を決定し、選定された林業事業体は
選定内容承諾書の提出をお願いします。

　選定業者へ意向調査結果を反映した林地台帳を提供します。
（意向調査結果で自己管理となっている森林所有者と森林経営
委託契約の締結のために使用してください。）

意向調査で自己管理となっている森林所有者へ市から事前に
「業者選定のお知らせ」を送付します。

　既存市有林・寄付された森林・委託された森林については、
市と森林経営委託契約を締結してください。

　森林整備センター、ひょうご農林機構等分収契約地について
は、市が森林経営計画参画についての意向を確認します。

森林経営委託契約
締結

公団・公社
意向確認

森林経営計画
樹立
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選定業者におけるメリット

①最新情報に更新した林地台帳の取得

市が実施した森林所有者への意向調査に基づき、選定された林班の最新林地台帳を

提供します。

②「寄付地」及び「委託地」については市との契約でＯＫ

市が実施した森林所有者への意向調査に基づき、森林所有者の意向により「市へ寄付」

または「市と委託協定を締結」した森林については、個人と委託契約等を締結する必

要はありません。

③市が選定した林業事業体である事を森林所有者へ事前に通知

市が実施した森林所有者への意向調査に基づき、森林所有者の意向が「自己管理」ま

たは「回答なし」であった所有者に、市から事前に業者選定通知を送付します。

この通知により近いうちに施業が実施（森林経営計画の樹立）されることが森林所有

者へ周知されます。

④市有林等については長期森林施業委託契約を締結

市有林等（＊１）については、面積の大小に関わらず、市と長期森林施業委託契約を

締結できるため、森林経営計画の樹立が容易となります。また、市との共同計画では

ないため、単年の請負施業ではなく、選定業者が計画的に施業を実施できるようにな

ります。

⑤森林経営計画参画について市が意向を確認

森林整備センター及びひょうご農林機構等分収契約地については、市が計画参画に

ついての意向を確認します。

⑥保安林指定施業要件の変更（間伐率の上限を 35％に引き上げ）

   施業の省力化・効率化のため、該当団地の保安林の間伐率を引き上げます。

（＊１）市有林等とは

Ⓐ：既存の市有林

Ⓑ：意向調査により市へ寄付された森林（市有林）

Ⓒ：意向調査により市へ委託された森林（市と森林所有者で委託協定を締結）



（２）　一宮町安積・深河谷・谷・今市 団地　　概要

全体
面積

スギ・ヒノキ
無立木地
雑木林等

人工
林率

筆数 面積（㎡） 筆数 面積（㎡） 筆数 面積（㎡） 筆数 面積（㎡） 筆数 面積（㎡） 筆数 人数 面積（㎡） 筆数 面積（㎡）
林班に占める
割合

16 29.61ha 13.91ha 15.70ha 46.98% 71 418,777 17 78,143 3 521 29 168,314 20 14 132,668 2 39,131 9.30%

17 59.96ha 30.06ha 29.90ha 50.13% 20 502,877 6 10,298 13 2 491,641 1 938 0.20%

18 55.77ha 31.83ha 23.94ha 57.07% 75 463,482 1 3,948 1 34,659 15 63,468 42 19 311,693 16 49,714 10.70%

19 66.93ha 1.31ha 65.62ha 1.96% 42 1,234,623 3 181,033 5 6,113 30 12 1,014,196 4 33,281 0.06%

20 40.39ha 19.72ha 20.67ha 48.82% 6 325,246 4 325,042 2 204 0.06%

80 40.94ha 11.48ha 29.46ha 28.04% 8 584,064 1 48,077 6 2 535,572 1 415 0.07%

81 59.39ha 32.90ha 26.49ha 55.40% 48 579,875 6 36,472 24 204,539 17 10 337,859 1 1,005 0.17%

82 88.01ha 65.44ha 22.57ha 74.36% 40 880,743 6 55,353 4 25,771 21 10 742,906 9 56,713 6.40%

83 64.35ha 50.11ha 14.24ha 77.87% 34 477,900 6 101,717 6 65,675 14 7 294,775 8 15,733 3.30%

84 69.97ha 59.57ha 10.40ha 85.14% 51 764,614 15 52,871 18 377,904 14 7 297,176 4 36,663 4.80%

107 66.96ha 50.50ha 16.46ha 75.42% 70 526,404 3 155,715 22 164,050 18 93,106 9 6 68,959 18 44,574 8.50%

108 23.40ha 17.17ha 6.23ha 73.38% 32 205,078 7 112,246 11 25,262 8 6 47,165 5 20,405 10.00%

109 112.66ha 87.45ha 25.21ha 77.62% 42 1,234,623 7 733,795 10 247,649 7 7,887 11 6 83,742 7 161,550 17.40%

110 97.82ha 84.64ha 13.18ha 86.53% 11 573,313 2 538,499 3 15,620 2 2,402 4 3 16,792

111 84.26ha 72.75ha 11.51ha 86.34% 29 919,895 5 668,218 6 18,760 4 26,312 13 7 175,689 1 30,916 3.40%

112 38.70ha 32.51ha 6.19ha 84.01% 46 715,181 4 462,431 11 70,306 8 15,367 13 7 102,490 10 64,587 9.00%

既存の市有林 意向調査により市へ寄付 意向調査により市へ委託 市直営分収地（公社） 自己管理の森林林班

森林簿より
（Ｒ2年度）

備考地籍

面積（㎡）
筆数

左記以外の森林

森林所有者への意向調査実績

買取予定官行造林



全体
面積

スギ・ヒノキ
無立木地
雑木林等

人工
林率

筆数 面積（㎡） 筆数 面積（㎡） 筆数 面積（㎡） 筆数 面積（㎡） 筆数 面積（㎡） 筆数 人数 面積（㎡） 筆数 面積（㎡）
林班に占める
割合

既存の市有林 意向調査により市へ寄付 意向調査により市へ委託 市直営分収地（公社） 自己管理の森林林班

森林簿より
（Ｒ2年度）

備考地籍

面積（㎡）
筆数

左記以外の森林

森林所有者への意向調査実績

買取予定官行造林

113 39.82ha 32.63ha 7.19ha 81.94% 50 366,246 2 48,071 9 48,284 14 112,019 12 5 105,179 13 52,693 14.40%

114 80.22ha 60.46ha 19.76ha 75.37% 118 736,223 15 450,714 25 82,326 39 68,656 18 8 49,494 21 85,033 11.50%

（⾧期森林施業委託） （市が意向を確認）（林地台帳等の情報を提供）





（３）提案書について

    提案の項目は、施業種毎の面積、林班内の１ha 当たりの総材積、施業にかかる事業者経費、

    全体収入（見込）等になります。

（施業にかかる業者経費について）

  ① 各工種の単価については、経費のみで算出した単価とし、利益を上乗せしないこと。

② 事業経費上限価格の設定について

  ・搬出間伐、切捨間伐、皆伐について、経費の上限価格を以下の数値で積算しています。

・搬出間伐、皆伐等について、市が設定する経費の上限価格を超える場合は、失格となります。

（４）施業提案書に係る添付書類について

① 施業計画図 1/2,500～（縮尺は、下記事項が確認できる範囲で任意とする。）

＊図面表示事項：針葉樹と広葉樹等の別、フォワーダ路以外の既設道、

搬出と切捨間伐等施業種別、搬出予定箇所の進入路の表示と路網計画等

（５）選定基準（提案書毎に審査）

審査項目 審査の視点

１ 実施体制 １．本業務に従事する担当技術者体制が整備されているか

（事務処理能力、施業能力等）

２ 見積価格 １．箇所ごとの事業者経費が妥当か

３ 間伐量（面積） １．林班内のスギ・ヒノキ林において、取残しがないか

４ 施業の効率性 １．複数林班の提案により経費削減、路網密度減少となっているか

２．過不足なく的確に具現化できる提案となっているか

５ 業務の理解度 １．業務の目的、コンセプト及び基本理念を理解し、提案に反映させて

  いるか

６ 工夫・ＰＲ事項等 １．他社にない工夫や特色が提案されているか

７ 安全性 １．安全性が配慮されているか

８ 耐久性 １．長期的な維持管理が想定されているか

設定数値（1haあたり）
スギ ヒノキ ・間伐率 列状間伐 25％（3残1伐）

・成立本数 1,400本 1,600本 ・用材割合 45%
・樹種割合 65% 35% ・未利用材割合 37%
・樹種樹高 19m 15m ・作業道開設延長 150m
・樹種胸高直径 24cm 22cm ・搬出材積（用材・未利用材） 140㎥

※18％林地残存



（６）提案にあたっての留意事項等

① 提案は、森林経営計画樹立を必須要件とする。

② 提案は、該当林班について単体又は複数を任意で選定し提案を行うこと。

（該当林班すべてを提案することではありません）

③ 提案は、森林経営計画の樹立を１単位とし提案書を作成すること。

④ 提案書に記載する間伐面積のほか数値等については、すべての民有林（森林整備センター・ひょう

ご農林機構等の分収地除く）を対象として提案書を作成すること。市有林等（＊１）のみの提案を

行うものではありません。

⑤ 提案箇所の森林経営計画は、令和 12 年３月 31 日までに認定請求を行い、認定を受けること。

・期間内に森林経営計画を樹立しなかった場合は、次回の提案への参加はできません。

  （提案する経営計画期間を変更する場合は、事前に市と協議し、承認を受けること。）

⑥ 各事業体において、提案できる数に上限はない。

⑦ 市有林等（＊１）の内、Ⓒについては、皆伐はできません。

⑧ 上記⑦以外において皆伐を計画する場合は、再造林（伐採と植栽一体）の提案を行うこと。

  ⑨ 提案書に記載される事業経費等については、精算時に市有林等（＊１）においてのみ適用するもの

であり、それ以外の民有林についての適用を強制しない。（市有林等（＊１）以外の民有林につい

ては事業体と森林所有者において協議し、委託契約等を締結してください。）

  ⑩ 市有林等（＊１）において適用される事業経費等について、物価変動等により、経費に大きく変動

がある場合は、市または選定業者より協議申出を行うことができる。

⑪ 提案する各林班内の１ｈａあたりの平均材積について、出来高 10％以上の減とならないこと。

  【減となった時の対応及び提出書類等】

    ・10％以上 15％未満･･･理由書の提出。

    ・15％以上 20％未満･･･理由書及びプロット調査表（1 箇所/ha）の提出。

   ※正当な理由と認められない場合は、20％以上と同様。

    ・20％以上･･･次回の提案への参加はできません。

    上記の判定は、市有林等（＊１）のみを対象とし判定するため、造林申請毎に行う市との精算

時とし、次回の提案への参加が出来ないことについては、経営計画の終期以降とする。

⑫ 提案する搬出間伐面積は、出来高 30％以上の減とならないこと。（搬出⇒切捨× 切捨⇒搬出〇）

   上記の判定は、提案を受けた面積（森林整備センター・ひょうご農林機構等の分収地を除く）

   を対象として判定するため、経営計画の終期以降の実行簿等提出時とし、次回の提案への参加

   が出来ないことにつても同様とする。

⑬ 森林経営計画に基づき実施する間伐等の国県補助については、最も有利な補助事業の採択を受ける

こと。

（＊１）市有林等とは

  Ⓐ：既存の市有林

  Ⓑ：意向調査により市へ寄付された森林（市有林）

  Ⓒ：意向調査により市へ委託された森林（市と森林所有者で委託協定を締結済の森林）

  



（７）選定後の留意事項等

  ① 選定後に市から提供を受けた情報については、森林経営計画樹立に限り使用し、第３者へ提供す

ることはできません。

  ② 選定後に他の林業事業体との森林経営計画の共同樹立は可としますが、市が共同樹立者と市有林等

（＊１）について長期森林施業委託契約を締結することはできません。選定された業者がこの提案

業務におけるすべてを遵守することとなります。

  ③ 災害等により選定された林班の状況が著しく変化し、提案内容での施業が困難な場合は、状況を把

握した時点で市と協議すること。

（８）市有林等（＊１）の整備に係る契約方法  

① 長期森林施業委託契約を締結する。

  ② 契約期間は、森林経営計画の認定請求日の 30 日から 10 日前を始期とし、終期を森林経営計画の終

期と同日とする。

（９）市有林等（＊１）に係る造林申請及び市補助金の取扱

  ① 造林申請については、林班内に市が指定するⒶⒷがある場合は、別レコードで申請すること。

    林班内に市が指定するⒶⒷが無い場合は、レコードを分ける必要はありません。

  ② 宍粟市森林整備促進事業補助金交付要綱の要件を満たすものに限り、市有林等（＊１）においても

森林整備促進事業を活用することが出来る。ただし、ⒶとⒷに係る搬出間伐は対象外とする。

    なお、㋐他の民有林に係る補助については、要綱どおりの適用とする。

（10）市有林等（＊１）に係る精算方法

  ① 精算書は、市が別途定める様式に基づき、作成すること。

  ② 精算書は、造林申請のレコード及びⒶⒷとⒸを分けて作成すること。

  ③ 市が指定するⒶⒷの納付額は、ⒶⒷのみの売上と補助金の合計収入から、提案の事業者経費を差

引き、1/2 を市へ納付する。

（切捨間伐についても、補助金からの差引きで収益が出る場合は同様とする。）

  ④ 市が指定するⒶⒷ以外の納付額は、押し並べた全ての森林の売上と補助金の合計収入から、提案

の事業者経費を差引き、ｈａ当たりの単価を算出し、その単価に選択された面積を乗じた後、1/2

を市へ納付する。（切捨間伐についても、補助金からの差引きで収益が出る場合は同様とする。）

⑤ 提案された事業者経費については、精算時においても変更することはできません。

市が指定するⒶⒷ ＝ 123 林班：小野 627-2



※市有林等（＊１）に係る補助金（造林、市上乗補助）の取扱と精算方法（図１）

（11）審査前の森林経営計画の取扱

  ① 当業務に係る団地内において、審査前に森林経営計画の認定請求を行い、認定を受けようとする場

合においては、意向調査結果を反映した林地台帳の提供はできません。

    また、認定を受ける森林経営計画内の市有林等（＊１）については、長期森林施業委託を適用する

ことが出来ないため、市有林等（＊１）との契約方法等については、別途協議することになります。

  ② 申請書等受付開始前に森林経営計画の認定請求があり、認定した林班については説明会へ参加の

林業事業体へその旨を通知します。

（森林経営計画が樹立された林班については、提案出来ません。）

（12）その他共通事項

① 森林法並びに宍粟市森林整備計画等に基づき、必要な許認可等の手続きを行い、適切な施業を行う

こと。（保安林内作業許可、伐採届、自然公園等）

② 森林所有者、地元自治会、関係者との調整を十分に行なうこと。

１．林班内に市が指定するⒶⒷがある場合

造林
申請

レコード別 搬出 補助率 切捨 補助率

Ⓐ 既存市有林

Ⓑ
意向調査により寄付
（市有林）

Ⓒ 意向調査により委託

㋐ 事業体と所有者の委託

２．林班内に市が指定するⒶⒷがない場合

造林
申請

レコード別 搬出 補助率 切捨 補助率

Ⓐ 既存市有林

Ⓑ
意向調査により寄付
（市有林）

Ⓒ 意向調査により委託

㋐ 事業体と所有者の委託

精算書
（業者作成 ＊一部市作成の場合あり）

ⒶⒷ
一括
申請

× 68% 〇 100%

 市が指定するⒶⒷ（別紙指定一覧）については、他と材を分別搬出、面積
についても実測により造林申請を別レコードとする。精算は様式①により指
定森林のみで作成するものとする。
 市が指定しないⒶⒷについては、下記（Ⓒの精算）と同様とする。
 （ⒶⒷⒸ、㋐押し並べ可）

様式①

80%

森林整備促進事業（市上乗） 精算書

Ⓒ㋐
（ⒶⒷ）
一括
申請

〇 80% 〇

＊ 林班内のⒶ既存市有林及びⒷ寄付市有林の指定箇所は、別紙（ⒶⒷ指定一覧）に示す。
＊ 施業前に限り、市が指定する森林ⒶⒷの指定解除を協議することが出来る。

 ⒶⒷⒸは㋐を含め、すべて押し並べ可能とする。なお、精算に係る面積
は、登記面積又は市が航空写真等で算出した面積か、業者が行う実測面積の
いずれかを選択することが出来る。
 精算は、様式②により押し並べた森林すべてを対象としてha当たりの単価
を算出し、上述で選択した面積に基づき市納付額を算出する。

精算書
（業者作成 ＊一部市作成の場合あり）

100% 様式②

 Ⓒについては、㋐を含め市が指定するⒶⒷを除く森林と押し並べ可能とす

る。なお、精算に係る面積は、登記面積又は市が航空写真等で算出した面積
か、業者が行う実測面積のいずれかを選択することが出来る。
 精算は、様式②により押し並べた森林すべてを対象としてha当たりの単価
を算出し、上述で選択した面積に基づき市納付額を算出する。

ⒶⒷ
Ⓒ㋐
一括
申請

〇 100% 様式②

森林整備促進事業（市上乗） 精算書

× 68%

〇


